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21世紀COEプ ログラム
国際中国学研究センター(ICCS)の開設とその意義
国際中国学研究セ ンター(ICCS)・プロジェク トは昨年9月 文部科学省 の
「21世紀COEプ ログラム」に採択され、同10月に発足 し、既 に設立1周 年 を
迎 えた。 「COEプログラム」には全国163大学464件が申請 し、50大学113件
が選定された。
ICCSの事業 は教学面 と研究面 の両面で全世界10力国地域 の諸大学 を遠隔
多方向交流システム(RMCS)を用 いて結ぶネッ トワーク形成 を通 して事業
展開する。事業の目的は旧来の弊害多い中国研究を革新 し新 しい中国学を構
築す る点に置かれ る。
教学面では博士後期課程の人材養成を、本学名古屋校舎 のほか、中国国内
の天津南開大学、北京中国人民大学の2大 学にサブキャンパスを設け、 この
3校舎 を国際遠隔講義方式で結ぶ国際カリキュラムを用いて展開する。学生
定員は平成16年度生か ら各キャンパス5名 ずつ、計15名。使用言語 は基本的
に中国語。 日本語は補助 にとどまる。学位については、希望学生に二重学位
制を実施 し、ICCSの学位 と同時に南開大学 あるいは中国人民大学の博士学位
取得が可能 となる。豊富な奨学金が用意 されている。
研究面でも全世界の中国学研究者 ・研究機関をRMCSに よってネ ットワー
クし、年1回 の国際 シンポジウム開催のほか、定期的に遠隔方式による研究
会を開いて、国際的対話を通 して新 しい中国学 の構築 を目指す。
なお教学面で博士指導に当たる日中双方の教授は原則的にシンポジウムお
よび研究会 に参加 するので、その指導下 にある博士課程学生 も、研究助手
(RA)としてシンポジウムおよび研究会にオブザーバー参加する。
以上の事業内容は日本のみならず全世界的に見ても前例のないものである。
今秋の国際 シンポジウム開催 は国内外の第一線 の中国研究者40名(うち海外
21名、国内学外10名、学 内9名)を 集めて行われる。このシンポジウムの開
催を鳴矢 としてICCSの挑戦はすでに国内外の注目を浴 びつつある。
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